
第４回
天草市上下水道事業運営審議会

～水道料金の現状と将来推計～

令和６年７月２３日

天草市水道局水道課・経営管理課



第４回審議会の説明内容

１．現行の水道料金
２．水道料金格差の要素

３．今後の料金水準

2

～水道料金の現状と将来推計～



１．現行の水道料金
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料金区分

用途区分

基本料金 従量料金（1㎥につき）

口 径 料 金 水 量 料 金

一般用

１３ｍｍ １，２００円 １㎥以上
５５円

２０ｍｍ １，５００円 ８㎥以下

２５ｍｍ ２，０００円 ９㎥以上
２２０円

３０ｍｍ ３，０００円 ３０㎥以下

４０ｍｍ ３，４００円 ３１㎥以上
２３０円

５０ｍｍ ５，０００円 ５０㎥以下

７５ｍｍ ８，０００円 ５１㎥以上
２３５円

１００ｍｍ以上 １６，０００円 １００㎥以下

１０１㎥以上 ２４０円

公衆浴場用 ２，０００円 １㎥につき ８０円

一時用 １㎥につき ２６０円

水道料金表 （月額：税抜）



１．現行の水道料金
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水道料金早見表 （口径13ｍｍ使用の場合：税込み）

水量㎥ 水道料金 水量㎥ 水道料金 水量㎥ 水道料金 水量㎥ 水道料金

０ １，３２０円 １３ ３，０１４円 ２６ ６，１６０円 ３９ ９，４０５円

１ １，３８０円 １４ ３，２５６円 ２７ ６，４０２円 ４０ ９，６５８円

２ １，４４１円 １５ ３，４９８円 ２８ ６，６４４円 ４１ ９，９１１円

３ １，５０１円 １６ ３，７４０円 ２９ ６，８８６円 ４２ １０，１６４円

４ １，５６２円 １７ ３，９８２円 ３０ ７，１２８円 ４３ １０，７４７円

５ １，６２２円 １８ ４，２２４円 ３１ ７，３８１円 ４４ １１，０００円

６ １，６８３円 １９ ４，４６６円 ３２ ７，６３４円 ４５ １１，２５３円

７ １，７４３円 ２０ ４，７０８円 ３３ ７，８８７円 ４６ １１，５０６円

８ １，８０４円 ２１ ４，９５０円 ３４ ８，１４０円 ４７ １１，７５９円

９ ２，０４６円 ２２ ５，１９２円 ３５ ８，３９３円 ４８ １２，０１２円

１０ ２，２８８円 ２３ ５，４３４円 ３６ ８，６４６円 ４９ １２，２６５円

１１ ２，５３０円 ２４ ５，６７６円 ３７ ８，８９９円 ５０ １２，５１８円

１２ ２，７７２円 ２５ ５，９１８円 ３８ ９，１５２円 １００ ２５，１１３円



１．現行の水道料金
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水道料金早見表 （口径20ｍｍ使用の場合：税込み）

水量㎥ 水道料金 水量㎥ 水道料金 水量㎥ 水道料金 水量㎥ 水道料金

０ １，６５０円 １３ ３，３４４円 ２６ ６，４９０円 ３９ ９，７３５円

１ １，７１０円 １４ ３，５８６円 ２７ ６，７３２円 ４０ ９，９８８円

２ １，７７１円 １５ ３，８２８円 ２８ ６，９７４円 ４１ １０，２４１円

３ １，８３１円 １６ ４，０７０円 ２９ ７，２１６円 ４２ １０，４９４円

４ １，８９２円 １７ ４，３１２円 ３０ ７，４５８円 ４３ １０，７４７円

５ １，９５２円 １８ ４，５５４円 ３１ ７，７１１円 ４４ １１，０００円

６ ２，０１３円 １９ ４，７９６円 ３２ ７，９６４円 ４５ １１，２５３円

７ ２，０７３円 ２０ ５，０３８円 ３３ ８，２１７円 ４６ １１，５０６円

８ ２，１３４円 ２１ ５，２８０円 ３４ ８，４７０円 ４７ １１，７５９円

９ ２，３７６円 ２２ ５，５２２円 ３５ ８，７２３円 ４８ １２，０１２円

１０ ２，６１８円 ２３ ５，７６４円 ３６ ８，９７６円 ４９ １２，２６５円

１１ ２，８６０円 ２４ ６，００６円 ３７ ９，２２９円 ５０ １２，５１８円

１２ ３，１０２円 ２５ ６，２４８円 ３８ ９，４８２円 １００ ２５，４４３円



１．現行の水道料金
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県内各市との比較 （口径13ｍｍ、10㎥使用時：税込み）

10㎥使用時の比較（日本水道協会「水道料金表（令和５年４月１日現在）」より抜粋）
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１．現行の水道料金
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県内各市との比較 （口径13ｍｍ、20㎥使用時：税込み）

20㎥使用時の比較（日本水道協会「水道料金表（令和５年４月１日現在）」より抜粋）
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第４回審議会の説明内容

１．現行の水道料金

２．水道料金格差の要素
３．今後の料金水準

8

～水道料金の現状と将来推計～



２．水道料金格差の要素
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水道料金が高くなる要素「給水区域面積（ｋ㎡）」

令和４年度公営企業決算状況調査より

給水区域が広ければ、水をつく
り、届ける施設（浄水場や配水池
など）がたくさん必要になったり、
長い距離の水道管（導・送・配水
管）が必要になります。
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２．水道料金格差の要素
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水道料金が高くなる要素「水源ごとの取水量（千㎥）」

熊本県の水道（令和４年３月３１日現在）より（熊本市は数値が大きく、グラフが不明確となるため除外）

天草市の取水量の半分以上は
ダムからの取水です。
水源が地下水である場合に比
べて、ダムの貯留水や河川の表
流水を利用している場合の方がコ
ストがかかります。
地下水は一般的に水質が良好
であり、低コストで利用できます
が、ダムの貯留水などの場合は、
沈殿・ろ過施設などの施設建設
費や維持管理費、薬品費などが
必要になります。
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２．水道料金格差の要素
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水道料金が高くなる要素「水源・浄水場・配水池の数（ヶ所）」

熊本県の水道（令和４年３月３１日現在）、令和４年度公営企業決算状況調査より

水源と配水池は天草市が最も
多くなっています。浄水場は熊本
市に次いで多くなっています。
浄水場や配水池の数は、水源
や給水区域面積に左右されま
す。
また、今後日常の維持管理に
加え、耐震化の費用も発生してき
ます。
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２．水道料金格差の要素
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水道料金が高くなる要素「管路延長（㎞）」

水源の大半をダムや表流水が
占めていることで、水質浄化のた
めの浄水場が必要となります。そ
のため水源から浄水場までの導
水管が必要となります。
浄水場から配水池を結ぶ送水
管、配水池から給水区域を結ぶ
配水管（本管・支管）は給水区域
の広さに起因しています。
いずれの管も更新時期を迎えて
います。
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２．水道料金格差の要素
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「給水原価」と「供給単価」

左のグラフでは、１立方メートル
の水をいくらで作って（赤グラフ）、
いくらで売っているか（青グラフ）を
表しています。
前頁までの「給水区域面積」、
「水源」、「浄水場等の数」、「管路
延長」といった要素において、不
利な条件を抱えている本市は、
水を作る費用は上天草市の次に
高くなっています。
また、費用よりも安く、水を売っ
ている状態にあります。

令和４年度公営企業決算状況調査より
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～水道料金の現状と将来推計～



３．今後の料金水準
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水道料金の算定

水道料金の算定は、「総括原価方式※」により算出します。
「総括原価方式」とは、事業の維持・運営に必要な費用である「総括原価」を算定し、それに見
合った額を水道料金として定める方法です。
※「水道料金算定要領」（公益社団法人 日本水道協会）に示された方式

総括
原価

営業
費用

資本
費用

控除
項目

料金
収入

維持管理費
減価償却費等

企業債償還利息
資産維持費※

受託工事収益等
(給水収益以外の収益)

※水道施設の建設、改良、再構築及び企業債の償還等に充てられるもの。
これが適切に原価算入されていないと、将来の水道施設の更新・耐震化等に必要な財源が
内部に留保されず、安定的な財政運営に支障をきたすことになります。



３．今後の料金水準
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水道料金の算定

経営戦略の財政計画を基に算定した総括原価（R5～R14の合計額）

総括原価
25,251,190千円

営業費用
19,515,393千円

資本費用
7,531,114千円

控除項目
1,795,317千円

維持管理費
減価償却費
資産減耗費

支払利息
資産維持費

R5～R14の10年間で約252億5,100万円を越える料金収入が必要

受託工事収益等
(給水収益以外の収益)



３．今後の料金水準
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総括原価の内訳

費 用 金 額

営

業

費

用

維

持

管

理

費

原 浄 水 部 門 費 ４，６６３，３７５千円

配 給 水 部 門 費 ２，８１２，４６８千円

一
般
管
理

業
務
施
設

検 針 ・ 集 金 関 係 費 １，１４０，９９８千円

量 水 器 関 係 費 ３４４，９６４千円

そ の 他 管 理 業 務 費 ９０３，０６２千円

小 計 ２，３８９，０２４千円

計 ９，８６４，８６７千円

減 価 償 却 費 ９，４７５，８９１千円

資 産 減 耗 費 １７４，６３５千円

合 計 １９，５１５，３９３千円

資
本
費
用

支 払 利 息 ５５１，６０３千円

資 産 維 持 費 ６，９７９，５１１千円

合 計 ７，５３１，１１４千円

控除項目（給水収益以外の収益） １，７９５，３１７千円

総 計（総括原価） ２５，２５１，１９０千円



３．今後の料金水準
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資産維持費とは

事業の施設実体の維持等のために、施設の建設、改良、再構築及び企業債の償還等に充当さ

れるべき額であり、維持すべき資産に適正な率を乗じて算定した額とする。

資産維持費＝対象資産×資産維持率×料金算定期間
・対象資産は、償却資産額の料金算定期間期首及び期末の平均残高

・資産維持率は、永続的な給水サービスの提供を確保できる水準として３％を標準とする

資産維持費＝23,265,038,249円×３％×10年＝6,979,511,475円＝6,979,511千円



３．今後の料金水準
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料金改定率

16ページ、17ページの総括原価が算定期間中（R５～R1４）に料金として収入すべき金額（料金
原価）となります。

料金改定率は次の式で算出します。
料金改定率＝（料金原価÷料金収入※ー１）×１００
※現行料金の算定期間中の収入見込み額

料金改定率＝（25,251,190千円÷14,782,366千円ー1）×100＝70.82％



３．今後の料金水準

20

有収水量1㎥当たりの原価（供給単価）

現行の料金における供給単価（R4）は241.14円ですが、今回の算定ではいくらになるのでしょう
か。

供給単価は次の式で算出します。
供給単価＝料金原価÷有収水量※
※算定期間中の総有収水量

供給単価＝25,251,190千円÷61,507千㎥＝410.54円



３．今後の料金水準
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仮料金表

料金区分

用途区分

基本料金 従量料金（1㎥につき）

口 径 料 金 水 量 料 金

一般用

１３ｍｍ ７９０円（１，２００円） １㎥以上
９０円（５５円）

２０ｍｍ １，７００円（１，５００円） ８㎥以下

２５ｍｍ ２，９００円（２，０００円） ９㎥以上
３７０円（２２０円）

３０ｍｍ ４，７００円（３，０００円） ３０㎥以下

４０ｍｍ ９，２００円（３，４００円） ３１㎥以上
３９０円（２３０円）

５０ｍｍ １７，７００円（５，０００円） ５０㎥以下

７５ｍｍ ４８，２００円（８，０００円） ５１㎥以上
４００円（２３５円）

１００ｍｍ以上 １００，６００円（１６，０００円） １００㎥以下

１０１㎥以上 ４１０円（２４０円）

公衆浴場用 ２，０００円 １㎥につき ８０円

一時用 １㎥につき ２６０円

（月額：税抜）



３．今後の料金水準
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仮早見表

水量㎥ 水道料金 水量㎥ 水道料金 水量㎥ 水道料金 水量㎥ 水道料金

０ ８６９円 １３ ３，６９６円 ２６ ８，９８７円 ３９ １４，４７６円

１ ９６８円 １４ ４，１０３円 ２７ ９，３９４円 ４０ １４，９０５円

２ １，０６７円 １５ ４，５１０円 ２８ ９，８０１円 ４１ １５，３３４円

３ １，１６６円 １６ ４，９１７円 ２９ １０，２０８円 ４２ １５，７６３円

４ １，２６５円 １７ ５，３２４円 ３０ １０，６１５円 ４３ １６，１９２円

５ １，３６４円 １８ ５，７３１円 ３１ １１，０４４円 ４４ １６，６２１円

６ １，４６３円 １９ ６，１３８円 ３２ １１，４７３円 ４５ １７，０５０円

７ １，５６２円 ２０ ６，５４５円 ３３ １１，９０２円 ４６ １７，４７９円

８ １，６６１円 ２１ ６，９５２円 ３４ １２，３３１円 ４７ １７，９０８円

９ ２，０６８円 ２２ ７，３５９円 ３５ １２，７６０円 ４８ １８，３３７円

１０ ２，４７５円 ２３ ７，７６６円 ３６ １３，１８９円 ４９ １８，７６６円

１１ ２，８８２円 ２４ ８，１７３円 ３７ １３，６１８円 ５０ １９，１９５円

１２ ３，２８９円 ２５ ８，５８０円 ３８ １４，０４７円 １００ ４１，１９５円

（口径13ｍｍ使用の場合：税込み）
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仮早見表 （口径20ｍｍ使用の場合：税込み）

水量㎥ 水道料金 水量㎥ 水道料金 水量㎥ 水道料金 水量㎥ 水道料金

０ １，８７０円 １３ ４，６９７円 ２６ ９，９８８円 ３９ １５，４７７円

１ １，９６９円 １４ ５，１０４円 ２７ １０，３９５円 ４０ １５，９０６円

２ ２，０６８円 １５ ５，５１１円 ２８ １０，８０２円 ４１ １６，３３５円

３ ２，１６７円 １６ ５，９１８円 ２９ １１，２０９円 ４２ １６，７６４円

４ ２，２６６円 １７ ６，３２５円 ３０ １１，６１６円 ４３ １７，１９３円

５ ２，３６５円 １８ ６，７３２円 ３１ １２，０４５円 ４４ １７，６２２円

６ ２，４６４円 １９ ７，１３９円 ３２ １２，４７４円 ４５ １８，０５１円

７ ２，５６３円 ２０ ７，５４６円 ３３ １２，９０３円 ４６ １８，４８０円

８ ２，６６２円 ２１ ７，９５３円 ３４ １３，３３２円 ４７ １８，９０９円

９ ３，０６９円 ２２ ８，３６０円 ３５ １３，７６１円 ４８ １９，３３８円

１０ ３，４７６円 ２３ ８，７６７円 ３６ １４，１９０円 ４９ １９，７６７円

１１ ３，８８３円 ２４ ９，１７４円 ３７ １４，６１９円 ５０ ２０，１９６円

１２ ４，２９０円 ２５ ９，５８１円 ３８ １５，０４８円 １００ ４２，１９６円
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料金改定後の資金状況 （単位：百万円）

年度

区分

収益的収入※1 3,285 3,102 3,007 2,917 2,851 2,783 2,713 2,652 2,592 2,531 28,433

収益的支出※2 2,800 2,757 2,760 2,742 2,724 2,705 2,659 2,634 2,633 2,633 27,047

計（A） 485 345 247 175 127 78 54 18 ▲ 41 ▲ 102 1,386

資本的収入 368 344 328 308 288 283 262 238 241 242 2,902

資本的支出 1,407 1,272 1,176 1,316 1,462 1,452 1,356 1,210 1,186 1,171 13,008

計（B） ▲ 1,039 ▲ 928 ▲ 848 ▲ 1,008 ▲ 1,174 ▲ 1,169 ▲ 1,094 ▲ 972 ▲ 945 ▲ 929 ▲ 10,106

再計（C）＝（A）＋（B） ▲ 554 ▲ 583 ▲ 601 ▲ 833 ▲ 1,047 ▲ 1,091 ▲ 1,040 ▲ 954 ▲ 986 ▲ 1,031 ▲ 8,720

補てん財源（D）※3 1,625 1,595 1,562 1,550 1,536 1,521 1,483 1,459 1,457 1,456 15,244

減価償却費 1,068 1,037 999 983 965 944 896 867 861 856 9,476

資産減耗費 21 18 17 17 17 17 17 17 17 17 175

資産維持費 698 697 698 698 698 698 698 698 698 698 6,979

長期前受金戻入 ▲ 162 ▲ 157 ▲ 152 ▲ 148 ▲ 144 ▲ 138 ▲ 128 ▲ 123 ▲ 119 ▲ 115 ▲ 1,386

再計（C）＋（D） 1,071 1,012 961 717 489 430 443 505 471 425 6,524

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 合計
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仮早見表（資産維持率：２％、料金改定率：５５．０８％）

水量㎥ 水道料金 水量㎥ 水道料金 水量㎥ 水道料金 水量㎥ 水道料金

０ ８１４円 １３ ３，４７６円 ２６ ８，３３８円 ３９ １３，３９８円

１ ９１３円 １４ ３，８５０円 ２７ ８，７１２円 ４０ １３，７９４円

２ １，０１２円 １５ ４，２２４円 ２８ ９，０８６円 ４１ １４，１９０円

３ １，１１１円 １６ ４，５９８円 ２９ ９，４６０円 ４２ １４，５８６円

４ １，２１０円 １７ ４，９７２円 ３０ ９，８３４円 ４３ １４，９８２円

５ １，３０９円 １８ ５，３４６円 ３１ １０，２３０円 ４４ １５，３７８円

６ １，４０８円 １９ ５，７２０円 ３２ １０，６２６円 ４５ １５，７７４円

７ １，５０７円 ２０ ６，０９４円 ３３ １１，０２２円 ４６ １６，１７０円

８ １，６０６円 ２１ ６，４６８円 ３４ １１，４１８円 ４７ １６，５６６円

９ １，９８０円 ２２ ６，８４２円 ３５ １１，８１４円 ４８ １６，９６２円

１０ ２，３５４円 ２３ ７，２１６円 ３６ １２，２１０円 ４９ １７，３５８円

１１ ２，７２８円 ２４ ７，５９０円 ３７ １２，６０６円 ５０ １７，７５４円

１２ ３，１０２円 ２５ ７，９６４円 ３８ １３，００２円 １００ ２５，１１３円

（口径13ｍｍ使用の場合：税込み）
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料金改定後の資金状況(資産維持率：２％ 、料金改定率：５５．０８％) （単位：百万円）

年度

区分

収益的収入※1 3,025 2,853 2,762 2,677 2,617 2,553 2,489 2,432 2,377 2,321 26,106

収益的支出※2 2,567 2,524 2,528 2,510 2,491 2,472 2,426 2,401 2,400 2,401 24,720

計（A） 458 329 234 167 126 81 63 31 ▲ 23 ▲ 80 1,386

資本的収入 368 344 328 308 288 283 262 238 241 242 2,902

資本的支出 1,407 1,272 1,176 1,316 1,462 1,453 1,356 1,210 1,185 1,171 13,008

計（B） ▲ 1,039 ▲ 928 ▲ 848 ▲ 1,008 ▲ 1,174 ▲ 1,170 ▲ 1,094 ▲ 972 ▲ 944 ▲ 929 ▲ 10,106

再計（C）＝（A）＋（B） ▲ 581 ▲ 599 ▲ 614 ▲ 841 ▲ 1,048 ▲ 1,089 ▲ 1,031 ▲ 941 ▲ 967 ▲ 1,009 ▲ 8,720

補てん財源（D）※3 1,392 1,362 1,330 1,317 1,303 1,289 1,251 1,227 1,224 1,223 12,918

減価償却費 1,068 1,037 999 983 965 944 896 867 861 856 9,476

資産減耗費 21 17 18 17 17 17 17 17 17 17 175

資産維持費 465 465 465 465 465 466 466 466 465 465 4,653

長期前受金戻入 ▲ 162 ▲ 157 ▲ 152 ▲ 148 ▲ 144 ▲ 138 ▲ 128 ▲ 123 ▲ 119 ▲ 115 ▲ 1,386

再計（C）＋（D） 811 763 716 476 255 200 220 286 257 214 4,198

R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 合計R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度
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仮早見表（資産維持率：１％） 、料金改定率：39.34％）

水量㎥ 水道料金 水量㎥ 水道料金 水量㎥ 水道料金 水量㎥ 水道料金

０ ７８１円 １３ ３，１９０円 ２６ ７，６２３円 ３９ １２，１５５円

１ ８６９円 １４ ３，５３１円 ２７ ７，９６４円 ４０ １２，５０７円

２ ９５７円 １５ ３，８７２円 ２８ ８，３０５円 ４１ １２，８５９円

３ １，０４５円 １６ ４，２１３円 ２９ ８，６４６円 ４２ １３，２１１円

４ １，１３３円 １７ ４，５５４円 ３０ ８，９８７円 ４３ １３，５６３円

５ １，２２１円 １８ ４，８９５円 ３１ ９，３３９円 ４４ １３，９１５円

６ １，３０９円 １９ ５，２３６円 ３２ ９，６９１円 ４５ １４，２６７円

７ １，３９７円 ２０ ５，５７７円 ３３ １０，０４３円 ４６ １４，６１９円

８ １，４８５円 ２１ ５，９１８円 ３４ １０，３９５円 ４７ １４，９７１円

９ １，８２６円 ２２ ６，２５９円 ３５ １０，７４７円 ４８ １５，３２３円

１０ ２，１６７円 ２３ ６，６００円 ３６ １１，０９９円 ４９ １５，６７５円

１１ ２，５０８円 ２４ ６，９４１円 ３７ １１，４５１円 ５０ １６，０２７円

１２ ２，８４９円 ２５ ７，２８２円 ３８ １１，８０３円 １００ ３４，１７７円

（口径13ｍｍ使用の場合：税込み）
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料金改定後の資金状況(資産維持率：１％、料金改定率：３９．３４％) （単位：百万円）

年度

区分

収益的収入※1 2,766 2,603 2,518 2,438 2,382 2,324 2,264 2,212 2,162 2,111 23,780

収益的支出※2 2,334 2,292 2,295 2,277 2,259 2,240 2,193 2,169 2,167 2,168 22,394

計（A） 432 311 223 161 123 84 71 43 ▲ 5 ▲ 57 1,386

資本的収入 368 344 328 308 288 283 262 238 241 242 2,902

資本的支出 1,407 1,272 1,176 1,316 1,461 1,452 1,356 1,210 1,186 1,172 13,008

計（B） ▲ 1,039 ▲ 928 ▲ 848 ▲ 1,008 ▲ 1,173 ▲ 1,169 ▲ 1,094 ▲ 972 ▲ 945 ▲ 930 ▲ 10,106

再計（C）＝（A）＋（B） ▲ 607 ▲ 617 ▲ 625 ▲ 847 ▲ 1,050 ▲ 1,085 ▲ 1,023 ▲ 929 ▲ 950 ▲ 987 ▲ 8,720

補てん財源（D）※3 1,160 1,130 1,097 1,084 1,070 1,056 1,018 994 991 991 10,591

減価償却費 1,068 1,037 999 983 965 944 896 867 861 856 9,476

資産減耗費 21 17 17 17 17 17 17 17 17 18 175

資産維持費 233 233 233 232 232 233 233 233 232 232 2,326

長期前受金戻入 ▲ 162 ▲ 157 ▲ 152 ▲ 148 ▲ 144 ▲ 138 ▲ 128 ▲ 123 ▲ 119 ▲ 115 ▲ 1,386

再計（C）＋（D） 553 513 472 237 20 ▲ 29 ▲ 5 65 41 4 1,871

R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 合計R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度
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資産維持率ごとの内部留保資金の見込み （単位：百万円）
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内部留保資金の適正な水準

【第１例】 概ね年間給水収益程度を確保。（一般的ではあるが、算定要領や法令等に明示されてはいない）
天草市で試算⇒令和４年度給水収益：1,669,328千円≒17億円

【第２例】 他自治体（埼玉県川越市）の事例。
企業債元利償還年額の6箇月分＋受水費の6箇月分＋災害復旧費※の6箇月分＝内部留保資金
（※災害復旧費は、熊本地震の概算被害額3,980,000千円(熊本地震からの復興記録誌)を参考に算定）

天草市で試算（令和4年度数値）
⇒企業債元利償還金の6箇月分＝970,061千円×6/12＝485,030千円
⇒受水費の6箇月分＝50,713千円×6/12＝25,357千円
⇒災害復旧費＝3,980,000千円×（1,232㎞（天草市管路）/3,414㎞（熊本市管路））＝1,436,250千円

6箇月分＝1,436,250千円6/12＝718,125千円
内部留保資金＝485,030千円＋25,357千円＋718,125千円＝1,228,512千円≒13億円

【第３例】 あるコンサルタントの内部留保資金と水道料金に関する考察。
水道事業における内部留保資金対減価償却累計額のデータによると、給水人口5万人～10万人未満
の事業体では、減価償却累計額に対し12.81％の内部留保資金を有している。
天草市で試算（令和4年度数値）
減価償却累計額：19,501,852,211円×12.81％＝2,498,187,268円≒25億円


